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　AUOBACS SUPER GT 2024 第7戦決勝レースが、10月20日（日）大
分県オートポリスで開催されました。土曜日の豪雨の影響で公式予選が日
曜日の朝に延期されるなど、レーススケジュールは大きな影響を受けまし
たが、決勝レースはドライコンディションで開催できました。
　今回のレースは3時間という長丁場。昨年が450kmという距離設定だっ
たのが、結果としては3時間近くだったので、今年もまた450km前後の距
離になると想定されました。

K-tunes Racing 96号車は、高木真一選手が予選4位を獲得。そしてス
タートドライバーとしても高木真一選手はライバルたちを圧倒する走りを
展開し、11周目にはついにトップに立ちました。レースペースも毎周2秒
以上速く、2位との差をどんどん拡げていきました。
　しかし22周目にクラッシュしたマシンの回収のためにセーフティカー
が入り、そこまで築いた45秒以上もの巨大なタイム差がゼロになりまし
た。それだけでなく、早めにピット作業をしていたマシンに実質的に先行
されてしまうことになったのです。
　その後もレースは荒れ模様で、4度のセーフティカーが入りました。そ
の度に後続車との差が消えてしまい、レースペースの良さを反映できない
形となってしまいました。レースペースはトップグループ以上のハイペー

スだっただけに、アクシデントだらけのレース模様がとても恨めしい。
それでも新田守男選手と高木真一選手は最大限のパフォーマンスを見せ

てくれました。その結果、3位で決勝レースを終えることができました。 
K-tunes Racingにとって3年ぶりの表彰台は、新田・高木コンビとして
上がるのは14年ぶりというメモリアルなレースとなりました。
　次戦第8戦は11月2日（土）～ 3日（日）、栃木県モビリティリゾートも
てぎです。

ダントツのレースペースでトップに立ったものの
セーフティーカーのタイミングで3位が精一杯だった



K-tunes Racing についてのお問い合わせは、k-tunes@okayama-toyopet.jp
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Pos. No. Machine Driver Laps Time / Gap Best Lap Tire SW

1 88
VENTENY Lamborghini GT3 小暮卓史

88 3:01'28.683 1'47.436 YH 50
LAMBORGHINI HURACAN GT3 EVO2 元嶋佑弥

2 2
muta Racing GR86 GT 堤 優威

88 4.005 1'45.881 BS 50
TOYOTA GR86 平良 響

3 96
K-tunes RC F GT3 新田守男

88 14.971 1'46.548 DL 14
LEXUS RC F GT3 高木真一

4 7
Studie BMW M4 荒 聖治

88 19.232 1'47.155 MI 50
BMW M4 GT3 N.クルッテン

5 777
D'station Vantage GT3 藤井誠暢

88 21.593 1'47.062 DL 50
Aston Martin Vantage GT3 EVO C.ファグ

6 65
LEON PYRAMID AMG 蒲生尚弥

88 24.449 1'45.523 BS 50
Mercedes AMG GT3 篠原拓朗

ファステストラップ   1'45.523　＃65 篠原拓朗
※タイヤ  BS＝ブリヂストン　DL＝ダンロップ　MI＝ミシュラン　YH＝ヨコハマ

残り2戦で逆襲を！
チャンピオン争いに加われなかった悔しさを一気に挽回してみたい

「今回持ち込んだタイヤがコンディ
ションにマッチするかどうか、そ
れが今日のレースの決め手でしょ
うね。ともかく久しぶりに3位表
彰台に立てたということが重要
で、残り2戦になりましたが流れ
を活かしたいですね」

影山正彦
チーム監督

©GTA

Team Director

「本当に久々に表彰台に上がるこ
とができました。2戦連続リタイ
ヤの直後の表彰台で、自分がチー
フメカニックになってから一番嬉
しいレースですね。トップと遜色
ないペースだったし、残り2戦も
この流れでいきます」

下江浩晃
チーフメカニック
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Chief mechanic

「1回目のピットタイミングがちょ
っと遅れてしまって、ボクがコー
スに戻った場所もグチャグチャ
で、しかもすぐにセーフティカー
に。運が無かったような、良かっ
たような状況で、表彰台に立てた
のは良かったと思います」

新田守男
選手
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Driver

「最終的にセーフティカーのタイミ
ングがアンラッキーが続いたの
で、ダメかなと思っていたんです
が、しっかりと3位表彰台に上が
ることができました。これだけ良
いレースを続けていれば優勝に手
が届くと思います」

高木真一
選手
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